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塚つ
か
も
と本　
裕ひ

ろ
そ
う三

公
明
党

（
45
分
）

２
０
２
０
年
度
予
算
は

答

市
税
の
増
加
、
地
方
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
よ
る
地
方
消
費
税
交
付

金
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
る
。
一
方
、

社
会
保
障
関
係
費
等
の
増
加
も
見
込
ま

れ
、
そ
の
財
源
と
し
て
の
市
債
発
行
額

の
増
加
に
加
え
、
臨
時
財
政
対
策
債
も

増
加
す
る
見
込
み
で
、
市
債
発
行
額
全

問

新
年
度
の
財
政
見
通
し
は
。

体
で
は
今
年
度
当
初
予
算
の
約
１
７
８

億
円
に
比
べ
増
加
す
る
と
考
え
て
い
る
。

※ストーカ式焼却方式：ストーカ（火格子）の上でごみを移動させながら、乾燥、燃焼し、処理する方式。

奥お
く　
　
陽よ

う

治じ

公
明
党

（
30
分
）

生い
く

田た　
政ま

さ

代よ

公
明
党

（
40
分
）

防
災
行
政
は

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
策
は

取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、
自
ら

の
命
を
守
る
主
体
的
な
行
動
に
つ
な
が

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
啓
発
に
努
め
る
。

②
地
震
、
津
波
を
想
定
し
た
ブ
ラ
イ
ン

ド
型
の
訓
練
を
実
施
し
た
。
67
学
区
で

昨
年
度
よ
り
約
１
万
２
千
人
多
い
約
３

万
４
千
人
の
市
民
が
参
加
し
た
が
、
参

加
の
人
数
が
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と

や
学
区
の
固
定
化
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

③
災
害
時
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
５
カ

国
語
対
応
の
災
害
関
連
情
報
を
掲
載
す

る
な
ど
の
情
報
発
信
と
、
そ
の
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
災
害
時
に
適

切
な
情
報
収
集
と
避
難
行
動
が
行
え
る

よ
う
情
報
発
信
に
努
め
る
。

有
磨
学
区
で
、
収
益
率
の
低
い
路
線
バ

ス
か
ら
、
転
換
を
計
画
し
て
い
る
。

答

①
最
小
限
の
エ
リ
ア
に
限
定
し

た
避
難
情
報
の
発
信
、
災
害
情
報
電
話

通
報
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
の
周
知
等
に

答

主
に
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し

て
、
11
月
末
ま
で
に
延
べ
１
５
８
人
の

利
用
が
あ
っ
た
。
今
後
、宜
山・福
相・

問

①
避
難
率
向
上
へ
の
取
り
組

み
は
。

②
総
合
防
災
訓
練
の
受
け
止
め
は
。

③
旅
行
者
も
含
め
た
外
国
人
へ
の
災

害
時
の
情
報
伝
達
は
。

問

路
線
バ
ス
に
代
わ
る
交
通
手

段
と
し
て
、
10
月
１
日
か
ら
運
行
が

始
ま
っ
た
服
部
ピ
ッ
カ
リ
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
現
状
は
。
ま
た
、
今
後
の
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
計
画
は
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
情
報
提
供
を

答

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
接
種
後
に

起
こ
り
得
る
症
状
の
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
医
師
会
や
学

校
と
連
携
を
図
り
、
情
報
提
供
し
て
い

く
。 問

年
間
約
１
万
人
近
く
が
子
宮

頸
が
ん
を
発
症
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
判
断
材
料
と
な
る
正
し

い
情
報
の
提
供
が
重
要
と
考
え
る
が
。

門も
ん
で
ん田　
雅ま

さ
ひ
こ彦

公
明
党

（
50
分
）

小
中
学
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
へ
の

対
応
は

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
日

常
的
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
発
達

段
階
に
応
じ
て
情
報
を
発
信
す
る
際
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
知
り
、
そ
れ
を
守

る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
児
童
生
徒

に
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

各
教
科
の
授
業
で
は
、「
情
報
化
社

会
で
問
題
化
し
て
い
る
犯
罪
」「
情
報

を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
考
え
方
」

「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
メ
ー
ル

の
使
い
方
」
等
を
教
育
課
程
に
位
置
付

け
、
年
間
を
通
じ
て
学
習
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
は
、
警
察
や
携
帯
電

話
会
社
か
ら
講
師
の
派
遣
や
資
料
提
供

を
受
け
、
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

答

子
ど
も
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
等
で
、
犯
罪
被
害
や
ト

問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
子
ど
も

が
犯
罪
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
事

案
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

社
会
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

次
期
ご
み
処
理
施
設
は

答

焼
却
残
渣
の
資
源
化
の
技
術
が

確
立
さ
れ
て
お
り
、
入
札
で
も
全
量
資

源
化
を
条
件
に
し
て
い
る
。
資
源
化
方

法
の
具
体
は
事
業
者
か
ら
提
案
を
受
け

総
合
的
に
評
価
す
る
中
で
決
定
す
る
。

問

処
理
方
式
は
ス

※

ト
ー
カ
式
焼

却
方
式
に
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
方

式
は
発
生
す
る
焼
却
残
渣
の
量
が
多

く
、
最
終
処
分
量
低
減
の
観
点
か
ら

懸
念
が
あ
る
が
、
考
え
は
。


